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四
六

道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
九
155

二

四
七

公
営
住
宅
法
施
行
規
則
及
び

地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要

に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等

の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

二
六

二

〇
環

境

省

一
八

環
境
省
組
織
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

一
四
152

一
九

地
方
環
境
事
務
所
組
織
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
四
152

規

則

〇
会
計
検
査
院

六

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務

分
掌
及
び
分
課
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

七
146
二
〇

〇
人

事

院

九

二

六
七

人
事
院
規
則
九

二
（
俸
給

表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を

改
正
す
る
人
事
院
規
則

七

四

九

一
七

一
五
一

人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸

給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

七

四

一
一

八

四
〇

人
事
院
規
則
一
一

八
（
職

員
の
定
年
）
の
一
部
を
改
正

す
る
人
事
院
規
則

七

四

一
五

一
四

三
四

人
事
院
規
則
一
五

一
四

（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正

す
る
人
事
院
規
則

七

四

一
七

〇

一
二
二

人
事
院
規
則
一
七
―
〇
（
管

理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

一
二

一

九

一
七

一
五
二

人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸

給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

一
四
152

九

三
〇

九
一

人
事
院
規
則
九
―
三
〇
（
特

殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改

正
す
る
人
事
院
規
則

一
四
152

九

四
九

四
八

人
事
院
規
則
九
―
四
九
（
地

域
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す

る
人
事
院
規
則

一
四
152

九

五
五

一
二
八

人
事
院
規
則
九
―
五
五
（
特

地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を

改
正
す
る
人
事
院
規
則

一
四
152

一
一

八

四
一

人
事
院
規
則
一
一
―
八
（
職

員
の
定
年
）
の
一
部
を
改
正

す
る
人
事
院
規
則

一
四
152

二

一
三

一
人
事
院
規
則
二

一
三
（
人

事
院
の
職
員
に
対
す
る
個
人

情
報
の
取
扱
い
に
係
る
権
限

又
は
事
務
の
委
任
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

二
五

二

〇
国
家
公
安
委
員
会

七

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び

犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
整

備
に
関
す
る
規
則

五
144
三
六

八

刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
国
家

公
安
委
員
会
規
則
の
整
備
に

関
す
る
規
則

五
144
四
七

〇
原
子
力
規
制
委
員
会

八

原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全

対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原

料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び

原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
原

子
力
規
制
委
員
会
関
係
規
則

の
整
備
等
に
関
す
る
規
則

七
146
二
一

九

国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

二
〇
156
一
〇

告

示

〇
内

閣

府

二
九
一
二

二
九
七
八

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し

た
件

一
三
151

一

二
九
七
九

三
〇
四
〇

地
域
再
生
計
画
の
変
更
を

認
定
し
た
件

一
三
151

八

三
〇
四
一

三
〇
四
六

総
合
特
別
区
域
計
画
の
変

更
を
認
定
し
た
件

一
三
151
一
六

三
〇
四
七

平
成
二
十
九
年
八
月
十
一

日
か
ら
同
年
八
月
二
十
九

日
ま
で
の
間
に
お
け
る
迎

賓
館
赤
坂
離
宮
の
参
観
料

の
額
を
定
め
る
件

二
五

二

〇
内
閣
府
、
総
務
省

四

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

第
十
九
条
第
七
号
の
規
定
に

よ
り
地
方
税
関
係
情
報
を
照

会
す
る
場
合
に
本
人
の
同
意

が
必
要
と
な
る
事
務
を
定
め

る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
四
152

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、

財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環

境

省

一

対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る

命
令
第
三
条
第
六
項
の
規
定

に
基
づ
き
財
務
大
臣
及
び
事

業
所
管
大
臣
が
定
め
る
対
内

直
接
投
資
等
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示

一
四
152

二

対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る

命
令
第
三
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
財
務
大
臣
及
び
事

業
所
管
大
臣
が
定
め
る
業
種

を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示

一
四
152

三

対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る

命
令
第
三
条
第
一
項
及
び
第

四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
財
務
大
臣
及
び
事
業
所

管
大
臣
が
定
め
る
業
種
を
定

め
る
件

一
四
152

〇
内
閣
府
、
財
務
省

五

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法

第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
の

規
定
に
基
づ
き
主
務
大
臣
が

定
め
る
も
の
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

三
一

四

〇
宮

内

庁

五

平
成
三
十
年
歌
会
始
お
題

「
語
」
の
詠
進
歌
の
選
者
が

定
め
ら
れ
た
件

三

一

〇
国
家
公
安
委
員
会

三
三

平
成
十
八
年
国
家
公
安
委
員

会
告
示
第
九
号
を
廃
止
す
る

件

三

一

三
四

道
路
交
通
法
第
百
十
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
自
動
車

専
用
道
路
を
指
定
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

七
146
四
四


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